












用に供することを最終目的とした大きな研究の一環である。具体的には、平成 21 年～ 24 年度科研
費補助金基盤研究 (A)「旧日本植民地・占領地関係資料ならびに原爆関係資料のアーカイブズ学的
研究」（研究代表者・安藤正人）によって撮影・収集した米国科学アカデミー所蔵「原爆傷害調査






































全体研究会を 2013 年 5 月 19 日（学習院大学）、9 月 15 日（学習院大学）、11 月 24 日、25 日（広島
県立大学、広島大学放射線医科学研究所ほか）、2014 年 2 月 22 日（学習院大学）の 4 回開催した。




















考にしながら、国際標準（EAD: Encoded Archival Description が基本）にもとづいた ABCC 資料
の目録記述モデルと画像情報のメタデータ記述モデルの作成に向けた更なる研究が必要になる。こ
れについては、2013 年度後半にテキサス医療センター・アーカイブズとの共同研究が進み、その結
果、open source archival description software である ICA A to M の活用など一定の方向性が決定















種別は以下のように大きく H と A の 2 種類に分け、あらかじめ作成した個人情報チェックリスト









A：ABCC 及び NAS の職員に関する資料
A1： ABCC 及び NAS の職員に関連する個人情報を含まない。または、ABCC 及び NAS の職員
に関連する個人情報を含むが、個人を特定する情報（氏名・住所等）を含まない。
A2： ABCC 及び NAS の職員に関連する個人情報を含み、かつ個人を特定する情報を含むが、マ
スキング等の匿名化が可能。














せることになった。このパイロット・プロジェクトは、上記科研費を活用して平成 26 年 10 月まで
に終了させ、次のステップに進む計画である。また「原爆放射線被害デジタル・アーカイブズ」の
公開にあたって極めて重要となる個人情報、プライバシー保護の問題に関しても、ABCC 資料を素
材にした試験的研究の結果、ガイドラインの作成に向けて一定の成果を得ることができた。以上の
ような本研究の研究成果は、今後、上記科研費研究を中心に引き継がれる予定である。
